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研究成果の概要（和文）：戦争等によって適正な三次性比が崩れた経済では、結婚・労働市場の正常な機能が歪
む。本研究では、20世紀初頭の日本におけるパンデミック・インフルエンザをイベントとし、戸籍に基づく包括
的な統計資料を用いて、マクロショックが二次性比に与える影響を明らかにした。本研究は、既存研究に比して
高い次元・頻度のデータを、準実験的デザインのもとで解析に用いた。解析結果は、理論モデルから示唆される
メカニズムのうち、生存の閾値が固定されている状況下で、暴露が初期賦存の密度関数を下方にシフトさせる場
合を支持した。

研究成果の概要（英文）：The economics literature has revealed that the marriage and labor markets 
are distorted in economies where the proper sex ratio has been disrupted. This study estimates the 
impact of macro shocks on the secondary sex ratio by utilizing the pandemic influenza in prewar 
Japan with comprehensive statistical data based on registers. This study employs a 
quasi-experimental design and utilizes higher dimensional and more frequent data than previous 
studies. The results support the mechanism suggested by the theory, where exposure shifts the 
density function of initial endowment downwards under fixed survival thresholds.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、20世紀初頭の日本におけるパンデミック・インフルエンザをマクロショックとして、それが人口変動
に与える短期的影響を明らかにしたものである。本研究成果から得られた学術的知識は、現代における感染症の
パンデミックや紛争といった比較的大規模なショックが人口変動に与える短期的影響について、一定の示唆を持
ち得るものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
経済学では、労働移動や戦争によって生産年齢人口の適正な性比（sex ratio）が崩れた場合に、
結婚市場（marriage market）や労働市場（labor market）の正常な機能を歪めることが知られ
てきた（Angrist 2002; Abramizky et al. 2011; Bethmann and Kvasnicka 2012）。近年は、胎
児期に受けた外的ショックと出生時性比の関連を、定量的に評価する試みが始まっている
（Bethmann and Kvasnicka 2014; Valente 2015; Sanders and Stoecker 2015）。しかし、出生
時性比に焦点を当てた既存の研究は、当該経済の特定地域に対する外的ショックに焦点を当て
ており、かつ世帯調査に基づく限定された標本を分析対象とするため、外的妥当生について大き
な課題が残されていた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、20 世紀初頭の日本におけるパンデミック・インフルエンザをマクロ・ショックに
利用し、さらに戸籍に基づいて得られる全出生を分析の対象とする。これを通して、胎児期に受
けたマクロ・ショックが、経済発展の途上にある経済の出生時性比を、どのように変化させる得
るのかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
本研究課題では、道府県・月次別の出生統計を新たに電子化し、同じく道府県・月次単位の死因
別統計からパンデミックの時空間的な激しさ（intensity）を特定した上で、胎児期における感
染症への暴露が出生時性比に与える影響を定量的に推定した。具体的には、以下の手順で研究を
進めた。 
（1） パンデミックを含む期間(1915〜25年頃)の人口動態統計を電子化し、道府県・月次別の

出生・死亡に関するデータを構築した。電子化に用いた主な資料は、『日本帝国人口動態
統計』『日本帝国死因統計』(内閣統計局)である。図 1 は、『日本帝国死因統計』より算
出した、インフルエンザによる死亡率の時空間分布の例である。これに加えて、『日本帝
国統計年鑑』『農業基礎統計』『上水道統計』『文部省年報』等を用いて、教育水準・公衆
衛生水準・農業生産性等に関連する共変量に用いる統計を電子化した。電子化の際は研
究補助者を組織して効率的に作業を進めるよう工夫したが、統計書間で道府県の記載順
序が統一されていないなどの問題から、観測単位を一致させる作業等に時間を要した。 

 

（2） 電子化作業と並行し、学術図書や刊行史料を調査・蒐集し丹念に読解することで、当時
の状況を明らかにした。また、その情報に基づいて、統計解析に用いる統計モデルを構
築した。さらに、検証される理論的枠組である TW 仮説（Trivers and Willard 1973）の
数理的なメカニズムを視覚化した。解析については複数の頑健性テストを実施し、推定
値の妥当性を統計学的に評価した。 

（3） 得られた分析結果は、査読付き国際会議等で適宜報告を行い、フィードバックを得るこ
とで分析の質の向上に努めた。その上で、最終的な結果を論文としてまとめ、学術的に
高い水準を維持していると考えられる査読付き国際学術誌に投稿した。改訂要求を得た
ものについては、採択を得るまでコメントに従い適宜改訂を行ない掲載許可を得た。 

 
４．研究成果 
 
（1） 令和 3年度は、研究課題に係る統計解析に用いるデータベースの構築し、データの特徴

を把握するための予備的な分析を行った。第一に、府県別の統計を記録した複数の資料
を電子化した。これら資料には、複数の年次・地域で非系統的な誤植が含まれており、

 
図 1 インフルエンザ死亡率の時空間分布（左:1920 年 1 月/中:1920 年 2 月/右:1920 年 3 月） 

注）死亡率は千分率で表示しており、沖縄県等の離島は紙幅の制限上省略している。 
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その修正に想定よりも長い時間を要したが、ほぼ予定通りに整えることができた。第二
に、二次性比と流行性感冒死亡率の時空間分布を GIS で把握するとともに、時系列方向
の変動を識別に利用する統計解析モデルを用いて、 それら変数の動学的特徴を調べる
予備的な分析を行った。その結果、両変数ともに想定よりもランダムネスのある変動を
示すことがわかり、特に流行性感冒の推 移は、観測可能な情報を条件付けることで十分
利用に耐えうる暴露となることが示された。第三に、流行について刊行資料・新聞等の
調査を行い、予備的な分析 から得られた特徴が史実と質的に整合的であるかを評価し
た。第四に、ベースラインの分析に用いることを想定している統計解析モデルに係るい
くつかの仮定にたいして、データが整合的な変動を示すか否かを記述統計的な方法で評
価し、概ね整合的であることを確認した。第五に、国勢調査報告を電子化し、補足的な
分析に用いる多次元の性比データを構築した。資料の制約上、暴露の割り当てに制限が
生じることがわかったが、層化を行うことで、その問題を部分的に解決した。第六に、
既に国際学術誌から改訂要求を得ていた論文について改訂を行い、再投稿後に採択を得
て掲載された。査読付き国際会議における論文の採択件数は合計 3 件であり、代表者は
うち 2件の報告を担当した。 

（2） 令和 4 年度は、構築した複数のデータ・ベースを用いて、本研究課題の中核を成す分析
に取り組んだ。主要な研究実績は、以下の通りである。第一に、予備的な分析の結果を
ふまえて精査した標本について統計解析を行い、主要な解析結果を得た。これらは概ね、
理論モデルから示唆されるふたつのメカニズムのうち、生存の閾値が固定されている状
況下で、暴露が初期賦存の密度関数を下方にシフトさせる可能性を支持する結果となっ
た。これまでの研究では、出生前の生 存選択における下方シフトを裏付ける研究結果は
少なかった。また本研究は、先行研究に比して高い次元・頻度のデータを解析に用いて
おり、かつ準実験的デザインのもとで統計解析を行った点で、解析結果の頑健性が優れ
ていると考えられる。第二に、これら研究結果を論文にまとめ、当該研究分野で上位と
される査読 付き国際学術誌に投稿し、査読を経て採択・掲載された。査読では、特に限
られたデータのもとでデザインした実証過程が評価された。本採択論文は、本研究課題
の中核となる分析結果を含むものであり、研究実績として評価できるものである。最後
に、既に国際学術誌から改訂要求を得ていた論文について改訂を行い、 再投稿・審査後
に採択・掲載された。本年度中に査読付き国際学術誌に刊行された論文は 3 件である。
査読付き国際会議における論文の採択件数は合計 6件(うち国際共著 3 件)であり、代表
者による報告はうち 2件である。 

（3） 令和 5年度は、構築したデータを用いて研究課題に係る発展的内容に取り組むとともに、
得られた解析結果を論文としてまとめた。具体的には、準実験的 環境下における三次性
比の外生的変化が婚姻率等に与える影響を分析した論文をまとめ、査読付き国際学術誌
に投稿し、改訂要求を得た。改訂で求められている 資料には若干の制約があるが、利用
可能な資料から得た予備的な結果は、当該統計解析モデルで望ましいとされる性質を概
ね満たしていることがわかった。また、得られた予備的な解析結果は、複数の感度分析
に対して頑健であることも判明した。これら結果をふまえて今後の改訂作業を進め、採
択まで持っていく。本 年度中に査読付き国際学術誌・国際学術書に掲載された論文は 2
件である。うち 1件は、2021 年度より査読・改訂を進めてきた論文であり、経済史分野
でトップ誌とされる査読付き国際学術誌に掲載された。これは大きな研究業績であると
言って良い。査読付き国際会議における本年度中の論文採択件数は 3 件であり、このう
ち 2件について参加・報告をおこなった。各会議では、研究課題に関連する専門家と議
論を行うことができ、そこで得られたコメントをもとに論文の改訂を行う機会を得た。 

 
以上、研究期間全体(2021〜2023年度)を通しての査読付き国際学術誌への掲載件数は 5件(うち
国際共著 1件)、査読付き国際会議報告は 6件であった。 
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